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研究成果の概要（和文）：　音楽鑑賞能力の基盤となる聴取力と音楽を感受する能力に関する調査研究を行った結果、
音楽経験の量や質の違いが能力差に影響していることが明らかとなった。
　各国の音楽鑑賞教育に関するカリキュラムを比較研究した結果、コンテンツ（知識と技能）、音楽科の本質に根ざし
たコンピテンシー、汎用的なコンピテンシーの占める割合が国によって異なることがわかった。優れた指導法を研究し
た結果、聴取力の系統的な指導が全ての音楽活動の基盤をなすこと、また基礎的な能力を培う音楽活動を積み重ねるこ
とによって、聴取力や批評力が自然に育成され、音楽鑑賞能力につながることが明らかとなった。
　

研究成果の概要（英文）：　As a result of a research on the ability to listening and receive music to 
become the base of the ability for appraising music, it became clear that a difference of quantity and 
the quality of the music experience influenced abilities difference.
 　As a result of a comparative study on curricula about appraising music of concerned countries, the 
following facts were revealed. The ratio that contents (knowledge and skills), the subject-specific 
competencies in school music education, and generic competencies occupied varied according to concerned 
countries. As a result of a study on the superior instruction methods, it was cleared that systematic 
instruction of listening ability forms the basis of all music activities. The ability for listening and 
review is acquired naturally by repeating music activities to cultivate basic ability. This process leads 
to fostering the ability for appraising music.
　

研究分野：音楽教育学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 我が国の戦前の一般的な音楽鑑賞教育は、
目的に人格陶冶や美的陶冶を掲げつつも、作
品に関わる音楽的知識の習得を内容とする
ものがほとんどであった。音楽鑑賞教育の萌
芽期には、アメリカやイギリスでは
appreciation（鑑賞）という言葉が使われてい
たが、現在は、ドイツでは musikhören（音楽
聴取）、イギリスのナショナル・カリキュラ
ムのキーステージ 1 及び 2（2007）では
responding and reviewing-appraising skill（反応
と批評－評価技能）と listening, and applying 
knowledge and understanding（聴取及び知識と
理解の応用）、キーステージ 3（2007）では
listening（聴取）と reviewing and evaluating（批
評と評価）、アメリカの全米芸術教育標準
（ 1994）では listening to, analyzing, and 
describing music（音楽の聴取・分析・説明）
が挙げられ、到達規準として内容が詳細に明
記されている。一方、我が国の平成 20 年改
訂小学校学習指導要領（音楽）の鑑賞の内容
には、音楽の諸要素を「感じ取って聴くこと」
「理解して聴くこと」「楽曲の特徴や演奏の
よさを理解すること」が挙げられ、中学校学
習指導要領（音楽）の鑑賞の内容には、「･･･
を理解して聴き、･･･音楽のよさや美しさを
味わうこと」「･･･理解して、鑑賞すること」
が挙げられている。いずれも曖昧な記述であ
り、詳細な内容や具体的な到達目標は示され
ていない。また、「言語活動の充実」を受け、
鑑賞領域において、「言葉で表す」（小学校）、
「言葉で説明する」「根拠をもって批評する」
（中学校）ことが示された。このことは、批
評力の育成に関連するであろう。しかし現実
的には、説明や批評の根拠となるのは、音楽
的知識としての音楽の諸要素等に過ぎず、そ
れらを感受する音楽的感覚と、知覚するため
の識別能力を育成する必要性は未だ認識さ
れていない。 
 これまでに、本研究者たちは音楽科の学力
とは何かについて追究してきた。その結果、
音楽科の学力の根底には、音楽的感覚と聴取
力（内的聴取力及び外的聴取力）と音楽的語
彙が位置づくことが明らかとなった。これら
を音楽科教育の重要な基礎と捉え、これらの
能力のうえに楽典的知識、視唱力・視奏力、
批評力等の基本が位置づき、さらにそれらの
上位に表現力と鑑賞力が位置づくという、逆
ピラミッド型の学力構造を明らかにした。 
音楽鑑賞教育の最終目的は、音楽のもつメ
ッセージを受容し、美的価値判断ができるよ
うになることである。メッセージを受容する
ためには音楽の諸要素や構造等を聴取する
能力が必要とされ、美的価値判断を行うため
には批評する能力が必要とされる。したがっ
て、音楽鑑賞能力の育成には、聴取力と批評
力が基盤となるべきであるという結論に達
し、本研究を着想するに至った。 
 
２．研究の目的 

 本研究の目的は、聴取力と批評力を基盤と
した音楽鑑賞能力の育成プログラムを開発
するための基礎的研究を行うことである。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、2 つの柱に沿って研究を進め
た。第 1は、聴取力と批評力に関する調査研
究である。それぞれの調査方法を開発し、調
査を実施することによって、調査方法の有効
性を明らかにした。また、音楽経験の有無と
聴取力との関連性、音楽経験の有無と批評力
との関連性、聴取力と批評力との関連性につ
いて調査を行った。 
 第 2は、我が国及び諸外国における音楽鑑
賞教育に関するカリキュラムと優れた指導
法の研究である。カリキュラムの研究は、主
としてアメリカとイギリスを取り上げ、比較
研究としては、日本、ドイツ、イギリス、ア
メリカを対象とした。優れた指導法としては、
岐阜県古川小学校を中心として行われた「ふ
しづくりの教育」と、スペイン・カタルーニ
ャ州グラノリェース市立ペラアントン校の
実践を主として取り上げた。 
 
４．研究成果 
(1) 調査研究 
 聴取力の調査方法に関しては、全国規模で
行われた過去 2回の音楽科学力調査（1958年
度、1966年度）と、全国の国公私立学校から
無作為抽出された学校の児童・生徒を対象と
して行われた「特定の課題に関する調査（音
楽）」（2008年度）の内容を比較検討して、「聴
取力に着目した音楽科学力調査」を独自に開
発した。中学 1年生を対象として調査を実施
した結果、2 つの成果があがった。①評価し
にくい学力の 1つである音楽的感覚の修得状
況、及び表現・鑑賞の能力の最も基礎に位置
づけられる聴取力の評価について、方法論上
の有効性を見いだすことができたこと、②小
学校音楽科教育で、何がどの程度到達できて
いるのか否かがある程度明らかになったこ
とである。特に、過去の音楽科学力調査では
注目されていなかった、授業以外での音楽経
験の有無に着目することによって、授業以外
での音楽学習経験がない児童が小学校音楽
科教育のなかでどの程度の学力を獲得して
いるのかが明示されたといえる 1)。また、こ
の調査方法を使って、オーケストラ学習を取
り入れている小学校の児童と一般の音楽科
授業を行っている小学校の児童との比較研
究を行い、オーケストラの学習経験によって、
どの音楽能力が獲得されたのかが明らかと
なった 2)。 
 批評力に関しては、言葉で批評した内容の
正当性や質の高さ等を客観的に判定するこ
とが難しいので、批評力の基盤となる、音楽
を感受する能力を調査対象とすることにし
た。本研究者たちがこれまでに行ってきた、
音楽を感受する能力に関する調査研究 3)をも
とに、自由記述に加えて、評価語を用いた尺



度上で印象評価を行うことによって、音楽感
受の様相を客観的に捉えることができる調
査方法を開発した。この方法を用いて、音楽
経験の蓄積が音楽の質的内容を感受する能
力にどのような影響を与えるのかを明らか
にするために、大学生と中学生を対象として、
音楽の質的内容を感受する様相を測定した。
音楽感受尺度を因子分析した結果、音楽感受
に関わる「活発性」「穏和性」「沈鬱性」の 3
因子を抽出した。統計分析を行った結果、①
聴取する曲の質や雰囲気によって、音楽感受
の仕方に音楽経験の差が認められること、②
「沈鬱性」の感受について、音楽経験の多い
大学生は聴取した音楽を分析的に解釈し、価
値判断を明確に行うが、音楽経験の少ない中
学生は音楽の印象を直接的に捉え、感情に流
される傾向にあること、③男女差を比較する
と、男は音楽の価値判断に矛盾や不明瞭さが
見られる傾向にあることが明らかとなった。
この研究の成果として、第 1に、感受の仕方
を客観的に捉えるためのツールとして、音楽
感受尺度の妥当性が確認できたこと、第 2に、
音楽感受の様相が音楽経験の蓄積によって
異なることが明らかになったことが挙げら
れる 4)。 
 聴取力と音楽を感受する能力との関連性
を明らかにするために、中学 1年生を調査対
象として、聴取力に着目した音楽科学力調査
と、音楽を感受する能力に関する調査をそれ
ぞれ別の日に行った。分析した結果、聴取力
と音楽を感受する能力との関連性には強い
相関は見られなかった。その原因として、調
査対象とした生徒に聴取力が十分に獲得さ
れておらず、成績に顕著な差がなかったこと
が考えられる 5)。今後は、調査対象を高校生
や大学生に広げ、高い聴取力の被験者が音楽
を感受する力と、低い聴取力の被験者が音楽
を感受する力との違いに関して明らかにす
ることが課題である。 
 以上の調査研究から、聴取力と音楽を感受
する能力には、音楽経験の蓄積の度合いが影
響していることがわかった。ただし音楽経験
の量だけでなく質も大きく影響することが
推察される。 
 
(2) カリキュラムと指導法の研究 
〇 カリキュラムの研究  
 アメリカの全米芸術教育標準（1994）では、
9 つの「内容標準」が示されており、そのな
かで音楽鑑賞教育にかかわるものは、「音楽
の聴取・分析・説明」であった。全米コア音
楽標準（2014）では、「創造」「演奏」「反応」
「関連性」の 4つの芸術プロセスが示されて
いる 6)。「反応」の領域は従来の聴取に関する
領域との類似点をもつものの、反応領域は聴
取という特殊な活動に限定されていない。音
楽を聴くための基盤となる能力はその他の
活動でも基盤になるものであり、創造や演奏
の領域の学習のプロセスにもその能力の育
成の機能が分有される構造になっている 7)。

一方、「反応」のなかに含まれる「分析」「解
釈」「評価」などの内容は、音楽鑑賞の重要
な構成要素でもある。聴き方の訓練に限定さ
れず、理解を伴う音楽の評価能力を養うとい
う意味では、批評力育成ともいえよう。幼年
期から一貫して、音楽を文脈や目的・意図に
照らしてメタ的に評価することを強調する
点は、全米コア音楽標準における評価の特徴
である 8)。 
 イギリスの就学前教育カリキュラム
（2012）と小学校ナショナル・カリキュラム
（1999）を検討した結果、幼児の主体的な音
の探求を重視し、音を変化させたり組み合わ
せたりすることを通して、音や音楽による雰
囲気や効果に気づくように援助がなされて
いること、それは遊びの文脈やイメージと深
く結びついた形で育まれ、小学校にて音を知
覚し、感受する経験につながり、発展してい
くことが明らかとなった 9)。 
 日本の学習指導要領・音楽（2008）、ドイ
ツ・ハンブルグ州の音楽科教育プラン（2011）、
イギリスのナショナル・カリキュラム音楽
（2013）、アメリカの全米コア音楽標準
（2014）における鑑賞・聴取領域の内容を比
較・検討した結果、以下のことが明らかとな
った。イギリスの音楽カリキュラムでは、音
楽科の本質に関わるコンピテンシーが多く
の割合を占めている。ドイツ・ハンブルク州
の音楽カリキュラムには、コンテンツに加え
て、音楽の本質に関わるコンピテンシーが含
まれており、その一部は汎用的コンピテンシ
ーにも繋がっていることが確認できた。アメ
リカの音楽カリキュラムには、汎用的コンピ
テンシーが多く、音楽の知識のコンテンツは
あるものの、それに関わるスキルのコンテン
ツ、例えば聴取力や識別力や感受力や知覚力
は含まれていない。一方、日本の音楽カリキ
ュラムは主としてコンテンツベースである
ことがわかった 10)。 
 
〇 指導法の研究 
 スペイン・カタルーニャ州グラノリェース
市立ペラアントン校では、「子どもが育つ音
楽教育」というプロジェクトを実施している。
同校は幼小一貫校であり、3 歳児から小学校
6 年までの 9 年間で、系統的な音楽教育と即
興ダンスを行っている。特に力を入れている
のが、ヴィレムスの理論に即した聴取力指導
であり、身体表現やヴィレムスの楽器を使っ
て、音楽的感覚や聴取力を系統的に育成して
いる。音楽と即興ダンスとは密接な関係をも
ち、相互作用によって子どもの音楽的感性を
育成している。これによって、言語能力の乏
しい移民の子どもだけでなく、学習障害のあ
る子どもも、音楽やダンスの授業では、自由
に自己表現をすることができ、音楽による人
間教育が成立しているのである 11)。 
 昭和 40 年代に、岐阜県古川小学校で行わ
れた「ふしづくりの教育」の特徴は、子ども
の音楽的感覚や音楽能力の基盤形成に有益



な活動を繰り返し行うこと、誰にでも指導す
ることが可能な段階的・系統的カリキュラム
とふしづくりの指導法を確立したこと、教師
が主導する場面はほとんどなく子どもたち
が主体的に音楽の授業の進行を担当してい
たこと、等であった。これらの積み重ねによ
って、聴取力や批評力が自然に育成され、音
楽鑑賞能力に繋がっていたことが明らかと
なった 12)。  
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